










◆令和５年（２０２３年）の事故概要

○ガス事業法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2023年4月4日 福島県
一般ガス導
管事業者

漏えい・
火災

いわき市の消防本部より火災通報を受け、現場に向かったとこ
ろ、火災が発生していた。
原因は、解体業者が解体工事をしていた際に、ガスが止まってい
ると思い、灯外内管を電動工具で切断し、漏えいしたガスに着火
したもの。消防による火災認定あり。

人的被害：なし
物的被害：建物３
棟火災

2023年4月1日 福島県
一般ガス導
管事業者

漏えい・
避難

集合住宅の需要家より「音がしてガス臭い」と入電があり、避難を
依頼し出動した。
ガスメーター二次側検圧プラグ検査口からガス漏えいがあり、こ
れを止め、検圧プラグにキャップを施し、避難を解除。
原因は当日事故発生前に実施した漏えい検査後、圧力計を取り
外した際に検圧プラグからの漏えい検査を実施せず、キャップ
の取付けも忘れたことによるもの。

なし

2023年3月30日 宮城県
一般ガス導
管事業者

漏えい・
引火

飲食店従業員が業務用フライヤーを点けたまま厨房を３０分程
度離れていたところ、火災が発生していた。
火災鎮火後、業務用レンジの点火棒ロビネが全開状態であるこ
とが確認され、原因は、点火棒用ロビネが開放されていることに
気づかず、厨房メインバルブを開けたことによりガスが漏えいし、
業務用フライヤーの炎に着火したものと推定される。消防による
火災認定あり。

人的被害：なし
物的被害：厨房内
天井、壁、厨房設
備等約３０㎡を焼
損

2023年3月11日 宮城県
一般ガス導
管事業者

漏えい・
引火

 コンロ下のアルミシートを交換中、旧型二口ガス栓の未使用側
が半開となっており、そこから漏えいしたガスに何らかの原因に
より着火した。なお、未使用側のガス栓にはゴムキャップが装着
されていた。
原因は、アルミシートの交換中か、それ以前かは不明だが、ガス
栓が半開となっており、漏えいしたガスに何らかの着火源により
着火したと推定される。消防による火災認定あり。

人的被害：なし
物的被害：ガスコ
ンロ、ガス栓
キャップ及び流し
台並びに壁の一
部焼損

○液化石油ガス保安法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2023年4月18日 宮城県
ＬＰガス事業
者

漏えい・
火災

飲食店開店前に厨房内ガス栓の作動不良による交換を依頼さ
れた販売事業者従業員が、当該ガス栓を取り外したところ配管
から残ガスが放出され、付近にあった炭火により着火し、顔面及
び両手に熱傷を負ったもの。
原因はガス栓交換にあたり、配管内のガス抜きを行わなかったう
え、近くに着火源があることに気づかずに作業を行ったこと。

人的被害：軽傷１
名
物的被害：なし

2023年2月24日 岩手県 消費者 漏えい

落雪の音を聞いた消費者が外に出て確認したところ、ガス臭がし
たため、警察に通報し、警察署員がＬＰガス容器のバルブを閉止
したうえ、保安機関に連絡した。原因は、落雪（氷塊）により容器
と調整器を繋ぐ高圧ホース連結管の容器側の継手部分が折損
し、漏えいに至ったものと推定される。

なし

2023年2月12日 岩手県 消費者 漏えい

住宅の屋根からの落雪があり、事故住宅の近隣住民がガス臭に
気づいて消防へ通報し、現地到着した消防職員が、容器のバル
ブを閉止した。原因は、屋根からの落雪により、容器と調整器を
繋ぐ高圧ホースの容器側の継手部分が折損して、漏えいに至っ
たものと推定される。

なし

2023年2月8日 岩手県 消費者 漏えい

医院兼住宅の２階屋根から落雪があり、その時点で特に異常は
無かったものの、翌日に当該一般消費者がガス臭に気づき、販
売事業者に連絡し、ガス漏れが判明した。原因は、屋根からの落
雪により、ガスメーターと供給管の継手部分が折損したものと推
定される。

なし



2023年1月28日 福島県 消費者 漏えい

販売店においてマイコンメーターが遮断した信号を受信したた
め、当該一般消費者に電話連絡し、設置されている容器２本のう
ち、容器Ａのバルブの開閉を行ってもらいマイコンメーターが復帰
した。翌日、再度、マイコンメーターが遮断した信号を受信したの
で、販売店が現場確認を行い容器Ａが空となっていることを確認
した。また、容器Ａと高圧ホースの接続部が緩んでいることを確
認した。原因は、一般住宅に設置している容器２本のうち、容器
Ｂを交換するはずが誤って容器Ａと高圧ホースの接続部を緩め
たが、誤りに気づいた際に、緩めた接続部を閉め忘れたことによ
り、ガスが漏えいしたもの。

なし

2023年1月22日 福島県 消費者 漏えい

商業施設の従業員からＬＰガス販売所に「ガスが漏れている」と
の連絡が入り、販売所員が現場を調査したところ、容器元バルブ
と高圧ホースの接続部からＬＰガスが漏えいしていることを確認し
た。原因は、高圧ホースの角リング（容器元バルブ接続部）の劣
化によるもの。

なし

2023年1月13日 岩手県 消費者 漏えい

住宅の屋根からの落雪により、容器２本（１本は予備）を連結して
いる高圧ホースと調整器の継手部分が折損してＬＰガスが漏えい
したと思われる。落雪による大きな音を聞いた一般消費者が漏え
いに気づき、容器のバルブを閉止した。原因は、屋根からの落雪
により、高圧ホースと調整器の継手部分が折損したことによるも
の。

なし



○高圧ガス保安法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2023年4月27日 福島県
高圧ガス販
売

漏えい

液化窒素移動式製造設備の始業点検中、操作室内から漏えい
音が聞こえたため発泡水により漏えい箇所を探したところ、ポン
プにつながるフレキシブル配管より発泡（窒素ガスの漏えい）を
確認した。直ちに元弁を閉止して漏えいを止めるとともに同設備
の稼働を停止した。原因は走行時やポンプ稼働時の振動が漏え
い箇所に繰り返し作用し、疲労破壊が発生したものと推定され
る。

なし

2023年4月25日 宮城県
高圧ガス販
売

漏えい

液化窒素移動式製造設備の始業点検中、操作室内から漏えい
音が聞こえたため発泡水により漏えい箇所を探したところ、ポン
プ吸入側フレキシブル配管より発泡（窒素ガスの漏えい）を確認
した。直ちに元弁を閉止して漏えいを止めるとともに同設備の稼
働を停止した。原因は走行時やポンプ稼働時の振動が漏えい箇
所に繰り返し作用し、疲労破壊が発生したものと推定される。

なし

2023年4月19日 山形県 製造業 漏えい

冷凍機（製造から１６年経過したもの）を運転中、圧力異常により
停止したため、当日、製造元に調査を依頼したところ、圧縮機付
近配管からの冷媒（フロンＲ４０４Ａ）が漏えいしたことが判明し
た。原因は経年腐食により亀裂が生じたものと推定される。

なし

2023年4月14日 宮城県 製造業 漏えい

従業員が冷凍機の日常点検中にアンモニア臭を感じたため、冷
凍機の製造・設置業者に調査を依頼した。同日、当該業者が現
場調査したところ、冷媒配管の給液ストレーナーのカバー部から
アンモニアが微小漏えいしていることを確認した。原因は、給液
ストレーナーカバー内のガスケットが経年劣化により硬化し薄くな
り、カバーに緩みが生じたためと推定される。

なし

2023年4月12日 山形県 製造業 漏えい

日常点検していたところガス漏れ音が聞こえたため、加圧装置の
運転を停止して漏えい箇所を探したところ、圧縮機吸込吐出弁の
接続部からアルゴンガスが漏えいしたことが判明した。原因は調
査中。

なし

2023年3月28日 宮城県 病院 漏えい

平成２９年１０月から運転を停止し、そのままの状態にしていた空
調用冷凍機内の冷媒（フロンＲ１３４ａ）を回収したところ、回収で
きるはずの量が回収できなかったことから、漏えいしたことが判
明した。原因は調査中

なし

2023年3月28日 宮城県
高圧ガス販
売

漏えい

車両製造工場の液化窒素タンクに液化窒素を充塡するため、高
圧ガス販売事業者の移動式製造設備が来場し、充塡者（運転
者）が、同設備の充塡ホースを液化窒素タンクに接続して配管を
予冷するために窒素ガスを流した際、窒素ガスが漏えいする音
を聞いたため充塡者が直ちに吐出弁を閉止したところ、音（漏え
い）が止まった。充塡者は充塡作業を中止し、会社に戻り設備を
点検した結果、充塡系統の配管にある「液排出弁」の本体部分
に亀裂を発見した。
原因は、経年及び水分により劣化が進行し、亀裂が発生したも
のと推定される。

なし

2023年3月23日 山形県 製造業 漏えい

空調設備の冷媒配管のロウ付け溶接部からフルオロカーボン（Ｒ
３２）が漏えいした。発見後、当該空調設備の運転を停止し漏え
いを止めた。
原因はロウ付け溶接の不備と推定される。

なし

2023年3月10日 福島県 製造業
爆発・火
災

工場のカセットボンベ充填室（無人）でブタンをカセットボンベに充
填中、工場内で爆発が発生し、充填室に隣接するカセットボンベ
の検査・梱包室で作業していた従業員３名が重傷、別の部屋の
従業員１名が軽傷を負った。工場建屋も延焼。
原因は調査中。

人的被害：重傷３
名、軽傷１名
物的被害：調査中

2023年3月7日 秋田県
高圧ガス販
売

漏えい

バルクローリの容器に液化石油ガスを積み込み作業中、当該
ローリの操作箱内ガス警報器が発報した。作業員は直ちに積み
込み作業を中止し、ガス検知器及び発泡液により漏えい箇所を
探したところ、操作箱内の液ラインフレキシブルチューブの溶接
継手部からの漏えいを確認したことから、液ライン各所のバルブ
を閉止して漏えいを止めた。
原因は、振動、圧力変動等によりフレキシブルチューブ溶接継手
部が疲労劣化し亀裂が発生したものと推定される。

なし



2023年2月20日 宮城県 製造業 漏えい

冷却ユニット（高圧ガス製造施設）を稼働させるため、配管内に
八フッ化プロパン（C3F8）を通して循環を始めたところ、排気設備
の排気ダクト継ぎ目部から八フッ化プロパンが漏えいした。原因
は、冷却ユニットを稼働させる前段階として行った八フッ化プロパ
ンが通る配管の気密試験の際に開放した排気設備の逃し弁を閉
め忘れ、開いたままの状態で冷却ユニットの配管に八フッ化プロ
パンを供給し稼働させたことから、八フッ化プロパンが逃し弁を通
過して排気設備方向に流れてしまい、排気ダクトの継ぎ目部から
漏えいしたもの。

なし

2023年2月20日 福島県 製造業 漏えい

液化炭酸ガスＣＥ（コールドエバポレーター：定置式超低温貯槽）
及び蒸発器を日常点検していたところ、蒸発器内の銅蛇管から
炭酸ガスが漏えいしている状態を発見した。原因は、銅蛇管の経
年劣化によるものと推定される。

なし

2023年1月14日 宮城県
製造・流通
業

漏えい

従業員が冷凍機の日常点検中にアンモニア臭を感じたため、冷
凍機の製造・設置業者に調査を依頼した。同日、当該業者が現
場調査したところ、冷媒配管継手部からアンモニアが微小漏えい
していることを確認した。継手部を増し締めしたが、漏えいが止ま
らなかったことから、冷凍機の運転を停止した。原因は、継手部
の経年劣化により、継手のシール面（テーパー形状）が摩耗した
ことによるものと推定される。

なし

○石油コンビナート等災害防止法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2023年3月30日 福島県 発電所 漏えい

貯蔵タンクにＡ重油を送油中、タンク内レベル計の故障により、エ
アーベント（通気口）からＡ重油が防油堤内に漏えいした。漏えい
は防油堤内に収まり、漏えい量は約８００リットルで、回収済み。
原因は調査中。

なし

2023年3月30日 福島県 製造業 出火
屋外にある集じん機（ミストコットレル）が焼損した。
原因は調査中。

人的被害：なし
物的被害：調査中

2023年3月27日 福島県 発電所 漏えい

総合配管設備のポンプ配管のフランジ継手部から、防液堤内に
硫酸が漏えいし、その一部が防液堤を溢流したものの敷地内に
止まった。漏えい量は約４２０リットルで、中和設備に送り処理済
み。
原因は調査中。

なし

2023年1月26日 福島県 製造業 漏えい

工場の従業員が巡回していたところ、硝酸工場内の蒸溜設備か
ら硝酸（濃度７０%）が防液堤内に漏えいし溜まっている状況を発
見した。漏えい量は約２１５リットルで、中和設備に送り処理済
み。原因は、寒波の影響で、硝酸を冷やすクーラー内の冷却コイ
ル（ガラス製）及び冷却水フローメーター（ガラス製）が破損したた
め、クーラー内の硝酸が冷却コイル内部に流入し、冷却水フロー
メーターの破損箇所から硝酸が漏えいしたものと推定される。

なし

○火薬類取締法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2023年4月24日 山形県 煙火 火災

山形空港滑走路東側の草地より出火し、管制塔から連絡を受け
た空港の消防警備隊が１２分後に消し止めた。
原因は鳥追いのためにロケット花火を打ち上げており、花火の残
り火が枯れ草に引火したものと推定される。

なし
（草地1,664㎡が
焼失）


